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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第139期
第１四半期
連結累計期間

第140期
第１四半期
連結累計期間

第139期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 27,856 27,600 110,920

経常利益 (百万円) 2,026 2,119 5,658

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,820 1,284 3,798

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,645 31 7,759

純資産額 (百万円) 31,697 37,527 37,655

総資産額 (百万円) 135,547 137,629 139,091

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 29.42 20.75 61.38

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 21.4 25.0 24.9

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、長引く欧州の債務問題などや、株価・為替の変動に

より先行きは不透明な状況にありましたが、経済政策の効果により一部に企業収益の回復が見られまし

た。

このような状況のもと、当社グループ各社は、各部門において積極的な増収策を図るとともに、経費の

節減ならびに経営全般の効率化に取り組んでまいりました。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上

高は276億円（前年同期比0.9％減）、営業利益は21億５千６百万円（前年同期比1.8％増）、経常利益は

21億１千９百万円（前年同期比4.6％増）、四半期純利益は12億８千４百万円（前年同期比29.5％減）と

なりました。

　
セグメントの業績の概況は、次のとおりであります。

　
（一般旅客自動車運送事業）

乗合業においては、中井町全域と隣接する秦野市、二宮町の一部地域でデマンドバスの本格運行を見据

えた実証実験運行を引き続き行いました。また、プレジャーフォレスト（相模原市）や神奈川県立花菜

ガーデン（平塚市）などの観光施設にアクセスする路線の増便を行うとともに、６月には平塚営業所管

内において乗降方法を「中乗り・前降り」方式に変更し、神奈川県西部管内の乗降方法を統一すること

で利用者利便の向上を図りました。しかしながら、利用客数が減少し減収となりました。

貸切業においては、旅行会社などへ積極的な営業活動に努めたことや増車の影響により増収となりま

した。

乗用業においては、羽田空港への定額運賃サービスの利用が堅調に推移するとともに、６月に神奈中タ

クシーグループによる共同配車を横浜市戸塚地区に導入し、実施エリアを拡大することで利便性の向上

を図りましたが、需要の低迷により減収となりました。

以上の結果、一般旅客自動車運送事業全体の売上高は150億２千万円（前年同期比0.2％減）、営業利益

は11億３千４百万円（前年同期比3.2％減）となりました。
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（不動産事業）

分譲業においては、平塚市めぐみが丘にて１棟の建売分譲を行いました。また、賃貸業においては、都内

へのアクセスがより便利になった横浜駅の徒歩圏にあるビルを建替え、３月より賃貸を開始した「高島

町賃貸マンション」が通期寄与したほか、新規テナントの入居により増収となりました。

以上の結果、不動産事業全体の売上高は11億２千９百万円（前年同期比5.8％増）、営業利益は５億７

千５百万円（前年同期比11.4％増）となりました。

　
（自動車販売事業）

自動車販売事業においては、商用車販売にて既存顧客に対する車検・整備の営業活動を強化したこと

などにより車両整備が増加しました。また、輸入車販売においてもモデルチェンジの効果に加え、ショッ

ピングモールでの出張展示会を実施したことにより販売が好調に推移し増収となりました。

以上の結果、自動車販売事業全体の売上高は50億８千６百万円（前年同期比2.8％増）、営業利益は１

億４千５百万円（前年同期比61.4％増）となりました。

　
（レジャー・スポーツ事業）

スポーツ施設業においては、初心者向けスイミング教室の開催やジュニアアスリートの各種大会での

好成績の寄与により会員数が増加するとともに、プロボウラー招致によるボウリング大会の開催などに

より増収となりました。

ゴルフ場業においては、新規顧客獲得のためオープンコンペを開催するなど集客に努めましたが、近隣

ゴルフ場との低価格競争により利用客数が減少し減収となりました。

温浴業においては、各種イベントの開催などにより増収となりましたが、遊技場業においては、近隣施

設との競合により利用客数が減少し減収となりました。

以上の結果、レジャー・スポーツ事業全体の売上高は23億１千８百万円（前年同期比5.4％減）となり

ましたが、減価償却費の減少などにより、営業利益は１億４千１百万円（前年同期比10.0％増）となりま

した。

なお、遊技場業はグループ外部の承継会社に７月１日を効力発生日とする会社分割（簡易吸収分割）

を行っております。

　
（その他の事業）

飲食・娯楽業においては、５月に８店目となる「ドトールコーヒーショップ東日本橋店」を新規出店

いたしました。また、期間限定メニューの導入や各種キャンペーンを行うなど顧客満足度の向上に努めま

したが、前年度における不採算店舗の閉店などにより減収となりました。

ホテル業においては、宿泊部門ではニーズを捉えた各種宿泊プランを設定し稼働率の向上に努めまし

た。また、料飲・宴会部門ではケーキ・ミールバイキングなどを実施するとともに、企業・団体に対し積

極的な営業活動を図り新規顧客の獲得と既存顧客の囲い込みに努めましたが、近隣施設との競合により

減収となりました。

その他の事業においては、総合ビルメンテナンス業における設備更新工事や設備保守管理の新規受注

増により増収となりました。

以上の結果、その他の事業全体の売上高は65億４千３百万円（前年同期比0.3％増）となりましたが、

商用車架装部品の仕入原価の増などにより、営業利益は１億８千１百万円（前年同期比23.5％減）とな

りました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更および新た

に生じた課題はありません。

　
(3) 研究開発活動の状況

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 252,000,000

計 252,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 63,000,00063,000,000
東京証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式数1,000株

計 63,000,00063,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 63,000,000 ― 3,160 ― 337

　

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

　
① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式   1,111,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式  61,488,00061,488 同上

単元未満株式 普通株式     401,000 ― 同上

発行済株式総数 63,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 61,488 ―

(注)  「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式242株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
神奈川中央交通株式会社

神奈川県平塚市八重咲町 
６－18

1,111,000 ― 1,111,0001.76

計 ― 1,111,000 ― 1,111,0001.76

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人の四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,706 2,905

受取手形及び売掛金 ※１
 7,008

※１
 6,772

商品及び製品 3,939 3,803

仕掛品 2 5

原材料及び貯蔵品 431 429

その他 3,015 3,579

貸倒引当金 △56 △61

流動資産合計 17,047 17,433

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 75,397 75,437

車両運搬具 36,939 36,867

土地 60,642 60,736

その他 14,695 15,366

減価償却累計額 △86,908 △87,425

有形固定資産合計 100,765 100,982

無形固定資産 968 908

投資その他の資産

投資有価証券 17,034 15,051

その他 3,295 3,274

貸倒引当金 △19 △20

投資その他の資産合計 20,310 18,304

固定資産合計 122,044 120,195

資産合計 139,091 137,629

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 6,183

※１
 5,144

短期借入金 24,176 22,156

未払法人税等 1,733 1,278

賞与引当金 2,107 3,322

その他 10,754 13,012

流動負債合計 44,955 44,914

固定負債

長期借入金 33,094 32,165

退職給付引当金 5,522 5,442

役員退職慰労引当金 50 46

その他 17,812 17,533

固定負債合計 56,479 55,187

負債合計 101,435 100,101
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,160 3,160

資本剰余金 693 693

利益剰余金 26,474 27,603

自己株式 △590 △591

株主資本合計 29,737 30,865

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,792 3,504

繰延ヘッジ損益 91 78

その他の包括利益累計額合計 4,883 3,582

少数株主持分 3,034 3,079

純資産合計 37,655 37,527

負債純資産合計 139,091 137,629
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高

一般旅客自動車運送事業営業収益 14,991 14,959

不動産事業売上高 1,065 1,128

その他の事業売上高 11,799 11,512

売上高合計 27,856 27,600

売上原価

一般旅客自動車運送事業運送費 12,449 12,466

不動産事業売上原価 381 390

その他の事業売上原価 9,245 8,974

売上原価合計 22,076 21,831

売上総利益 5,780 5,768

販売費及び一般管理費

販売費 2,349 2,320

一般管理費 1,311 1,291

販売費及び一般管理費合計 3,661 3,611

営業利益 2,118 2,156

営業外収益

受取配当金 93 101

その他 76 70

営業外収益合計 169 171

営業外費用

支払利息 225 188

その他 36 21

営業外費用合計 262 209

経常利益 2,026 2,119

特別利益

固定資産売却益 241 55

補助金収入 80 105

その他 773 26

特別利益合計 1,095 188

特別損失

固定資産圧縮損 76 100

固定資産除却損 54 31

その他 25 6

特別損失合計 156 138

税金等調整前四半期純利益 2,965 2,169

法人税、住民税及び事業税 1,267 1,290

法人税等調整額 △171 △463

法人税等合計 1,095 826

少数株主損益調整前四半期純利益 1,870 1,342

少数株主利益 49 58

四半期純利益 1,820 1,284
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,870 1,342

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △180 △1,297

繰延ヘッジ損益 △44 △12

その他の包括利益合計 △224 △1,310

四半期包括利益 1,645 31

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,603 △16

少数株主に係る四半期包括利益 42 48
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  四半期連結会計期間末日満期手形の処理

四半期連結会計期間末日満期手形は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第１四半

期連結会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が期末

残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 72百万円 83百万円

支払手形 27 28

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のと

おりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 1,616百万円 1,410百万円

(注)  のれんの償却額は、金額の重要性が乏しいため注記を省略しております。
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(株主資本等関係)

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１  配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 154 2.50平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１  配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 154 2.50平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円）

　
一般旅客

自動車

運送事業

不動産事業
自動車

販売事業

レジャー・

スポーツ

事業

その他の

事業

（注１）

計
調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

 外部顧客への売上高 14,9911,065 4,777 2,440 4,58227,856 ― 27,856

 セグメント間の内部

売上高又は振替高
60 1 172 11 1,942 2,188△2,188 ―

計 15,0511,067 4,949 2,451 6,52430,045△2,18827,856

セグメント利益 1,171 516 90 128 237 2,145 △26 2,118

(注)１  「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、流通業、飲食・
娯楽業、ホテル業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△26百万円は、セグメント間取引消去額であります。
３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円）

　
一般旅客

自動車

運送事業

不動産事業
自動車

販売事業

レジャー・

スポーツ

事業

その他の

事業

（注１）

計
調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

 外部顧客への売上高 14,9591,128 4,606 2,307 4,59827,600 ― 27,600

 セグメント間の内部

売上高又は振替高
60 1 479 11 1,945 2,498△2,498 ―

計 15,0201,129 5,086 2,318 6,54330,098△2,49827,600

セグメント利益 1,134 575 145 141 181 2,179 △22 2,156

(注)１  「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、流通業、飲食・
娯楽業、ホテル業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△22百万円は、セグメント間取引消去額であります。
３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益 29円42銭 20円75銭

 (算定上の基礎) 　 　

 四半期純利益(百万円) 1,820 1,284

 普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,820 1,284

 普通株式の期中平均株式数(千株) 61,891 61,887

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりま

せん。

　

(重要な後発事象)

記載すべき事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月12日

神奈川中央交通株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    網    本    重    之    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    加    藤    秀    満    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神奈
川中央交通株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成
25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神奈川中央交通株式会社及び連結子会社の平
成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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